
4.1.E4	 エネルギーシステム

4.1.E4.01　エネルギーマネジメントシステム

領域の定義

電気エネルギー利用のうち、特に分散型エネルギーマネジメントに関する科学、技術、研究開発を記述
する。再生可能エネルギー拡大を背景に電気の需要家が消費者から自ら電気を作るプロシューマに変
貌し、電力エネルギーシステムを構成する重要なセクターに転換していく分散化の流れを中心とし、関
係する機器、システム、センシング、情報通信技術、データマネジメント、最適化制御等の総体を本研
究開発領域とする。また、世界がカーボンニュートラルに舵を切り、エネルギー利用の可能な限りの電
化と水素等の新たな媒体活用への期待が高まっており、それらとの関連性を含める。地震、台風等の
被害が多発する自然環境に鑑み、災害に対するレジリエンスの高い電気利用を可能とする電力エネル
ギーシステムの観点を取り入れる。

図4.1-E4.01-1　エネルギーマネジメントシステム領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 79CRDS-FY2025-FR-01
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図4.1-E4.01-2　エネルギーマネジメントシステム領域における論文数の動向②

80 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E4.01-3　エネルギーマネジメントシステム領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 81CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



4.1.E4.02　エネルギーシステム評価

領域の定義

エネルギーシステムとは、油田などで採掘・開発された原油などの一次エネルギーを精製し、使いやす
いエネルギー形態である石油製品など二次エネルギーに変換して、工場など最終需要家に供給するエネ
ルギー需給の体系を指す。数理モデル等の解析モデルをエネルギーシステムに応用して、経済主体の経
済合理性やシステムの環境適合性などを考慮に入れたエネルギー技術選択や政策の有効性や妥当性の
評価を目的とした研究開発領域が対象となる。

図4.1-E4.02-1　エネルギーシステム評価領域における論文数の動向①

82 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E4.02-2　エネルギーシステム評価領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 83CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E4.02-3　エネルギーシステム評価領域における特許ファミリー件数の動向

84 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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